













中国四川 省東部 農村 の家 族と婚 姻
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による論考“Matrilateral and Affinal Relationshipsof a Taiwanese Village
”(1960)どHsin Hsing,Taiwan:A










2)、Ahern,Emily. Mの“Aff ines and the Rituals of Kinship"(1974)















こ の 論 考 を
受 け て
、
同 じ く1987 年 に 堀 江 俊 一 が
［ 『 妻 の 与 え
手 』 と 『 母 の 与 え 手 』 一一
台 湾 漢 族 の 姻 族 関 係 に 対 す る 一 つ の
視　
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を 発 表 さ れ
、
香 港 新 界 に 見 ら れ る 類 の 大 規
模 な 宗 族 が 発
達 し て い な い 台 湾 南 部 の 村 落 に お い て 、
姻 族 関 係 を さ ら に 掘 り
下 げ て 分 析 さ れ た ． 堀 江 氏 は
漢 族 の 姻 族 研 究 の 問 題 と 台 湾 に お　




 -   r r   _£r-≫し_け る 姻 族 研 究 を ふ ま え た 上 で 、 台 湾 北 部 で も 客 家 系 漢 族 が も っ
と も 多 く 居 住 す る 地 域 に お い て 、
姻 族 間 の 贈 与 と 返 礼 の 事 例 を
通 し て 、 姻 族 関 係 の 発 生 ・継 続 ・消 滅 に つ い て
検 討 さ れ た 。 と こ
ろ で 、 以 上 の 諸 論 考 は い ず れ も 台
湾 を フ ィ ール ド に し た も の で 、
時 期 的 に は 中 国 本 土 で の 調 査 が ま だ 不 可 能 で あ っ た と い う 時 代
背 景 ゆ え に 、 台 湾 に 集 中 し て い た と い う こ と で あ ろ う 。
一 方 、 中 国 本 土 の 研 究 は 、1978
年 ま で 一 切 の 活 動 が 停 止 さ せ
て い た が 、 改 革 ・開 放 を 機 に 、 外 国 に 門 戸 を 開 き 、 外 国 人 研 究
者 の 中 国 に お け る 現 地 調 査 を 可 能 に し た 。
日 本 か ら は
、 開 放 後 の 中 生 勝 美 は 山 東 省 の 農 村 に お い て 、1930-40
年 代 の 資 料 を ふ ま え て 考 察 さ れ 、 さ ら に み
ず か ら の フ ィ ー
ニ｀ご|ご; 二 ；　≒rrr< I｀1=2゜ 険 ヽ- ふ卜j_  ・ヅ|セ. si=|-4-。
ルドを重ねて
｜　L   ■   ●＼J  ゛ V^-｀ * ■  Ik　
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冷 水 溝 と
い う 雑 姓 村 の 姻 戚 関 係 に 対 す る 考 察 を
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試
み ら れ た
。
「 婚 姻 贈 与 と 婚 姻 連 帯 一一 漢 族 の
婚 姻 体 系 と 地 域 性 －
‾　　゜　　　　
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- 」と い う 論 考(1991) は 、 仁 井 田 陛 氏 を 筆
頭 と し て 、1940-42
年
に 行 わ れ た 中 国 農 村 慣 行
調 査 の 資 料 を は じ め 、 中 国 人 ・ 日
本 人 ・
欧 米 人 に よ る 民 国 期 の フ ィ ール ド
資 料 が よ く 活 か さ れ て い る の　
'　　　　｀　　　之~　匹.t　　
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で、 時間的 な厚 みが感 じら れる．中生氏 が1985-1986 年 にかけ
て 山東省でフ ィ ルード を行 わ れ たのは、ち ょう ど改
革 開放 を実
施 し た中 国は外 国 に門戸 を開 き、外国人研 究者 の中
国 にお ける






















































-and Family Composition in Three Southwestern Villages ”(l993)
がある。これは<川南y四川南部の撃枝花市の付近にある三
力村で行われた社会学的な調査である。ほかには、Martin King Whyte
の“Wedding Behavior and Fami l y St rategi es i n Chengdu
”がある。成都市に住む20-70 代の結婚し た女性586 名に対す
るサンプル調査とインタビ ュ にーもとづいて行われたものであ
る。
四 川 省 成 都 市 付 近 の 農 村 市 場 経 済 に 関 し て は ，Skinner,  G.
Wi l l i am 1964, 1965 “Marketing and Social Structure in Ru-ral China,
 Part l ， n,m ”が あ る 。 『 中 国 農 村 の 市
場 ・社 会 構 造 』







一 般 に 多
大 な 影 響 を 与 え 続 け る 古
ゝ　　　　　H　　　　n　　　　　　 。1　　m 11 ／T、≪'T'1_ －に、Mary Bosworth Treudley のHo
Ch ‘ang ” （『 四川 中和場研 究 』












、 農 村 の 家 族 と 伝 統 文 化 の 変 容 、 改 革 開 放 に よ る 影 響 、
農 村 の 家 族 の 変 容 と 中 国 の 近 代 化 と の 相 関 関 係 な ど を 調 べ る た
め に 、 全 国15 か 村 を 選 定 し た 。 1988-89 年 に か け て
現 地 調 査 を　　
｀　’　岫-・-k　　　　　　jit　r     r　　　＿　　　　　　　　-ゝ　● ^ .1-　〃v／1 ―  ゝ 　―1-* ●一一一-I一一’レ　I-　~y－/-　-　 　。二 回 行 い
、 方 言 な ど の
壁 を 考 慮 し て 、15 か 村 で フ ィ ルー ド を 手
分 け し て 担 当 し た 。 調 査 者 の 多 く は 社 会 調 査 の 訓 練 を 受 け た 各
「｀”　　　　 ゛　　　　｀ 　‘　　　“m　i_- r ri,　－り|コふ 八-/^　 ｀／　w　 ・ ・4J →　 ミ'-v　 Π7 － ～　 － 　　　
、
村 落 の 出 身 者 で
、
い わ ば 「native 」 た ち で あ る 。
調 査 地 の 選 定 に
は
、
沿 海 地 区 と 僻 地
、
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、 南 方 と 北 方 な ど と い う 地 理 的 ・経 済 的 諸 要 素 が 考 慮 さ れ て
い る 。 な か で も 、 黄 世 文 「 四 川: 一 碗 水 村 」( 四 川 省 中 部 の 南 充
県) と い う 報 告 は 四 川 省 農 村 の 家 族 の 変 化 を 理 解 す る の に 良 い
事 例 だ と 思 う 。 叙 述 に 不 満 を 感 じ る と こ ろ も あ る が 、 四 川 農 村
の 社 会 変 化 と 家 族 の あ り 方 を リ ア ル に 描 い て お り 、 比 較 的 数 少
な い 四 川 農 村 の 家 族 研 究 と し て は 貴 重 な も の で あ ろ う 。
婚 姻 研 究 に 関 し て は
、 趙 喜 順 主 編 『 農 民 婚 姻 一一四 川 農 民 婚 姻
研 究 』 四 川 人 民 出 版 社(1990) が あ る 。 四 川 省 社 会 科 学 院 社 会 学
研 究 所 の 研 究 者 が 省 内 の 十 県 を 抽 出 し 、 サ ン プ ル 調 査 に よ り 行
' ‾゛゛‘゛‾　　‘'‘ －'ご　　‾二4- 。、-　　　r 之l_ r　　　.'.／、 人　　J-αl V.を芦ワ|ノU/／＼ 'ノワI  ノU I-I ・一 I―●I　9－　l　/19--~・
、－　、
わ れ た 。 そ の 調 査 内 容 は 結 婚 の 理 想 像 、 婚 礼 、 持 参 金・婚 資 、














































-社の解体をもたらした。全国の農村においてヽ余剰労働力が急^ 山 ゛ノ ノ]^  口 ‾ ゛ ゛ ″ご ゛,  ― 乙 ―r"  '―"   。ご ゾ ぶ
速 に 増 え つ つ あ り
、
よ り 良 い 収 入 源 を 求 め て
故 郷 を あ と に し
、
「 労 務 の 輸 出 」 と し て 、 都
市 部 に 出 稼 ぎ に い く 若 年 層 が 男 女 と も
著 し く 増 加 し て き た
。
他 方 で は
、
よ り 裕 福 で 暮 ら し や す い 生 活　
－　　 －　　 ″--　1 ゝ　ゝ 　 ～ －　＿　≪■-  A　I./ .  、 ＿　1　 ゝ1　　　　「J. °I   /  .  ≫^I   .＼，り 、-^i・ご 、 、- レU ↓、曰 し（ ゝ り ニ1卯 ｀゛ ゛ 。/ヤ ド1  ｀ -?X^*     二 こ ．^ ≒ ≒ 丿 ¨rｙ ｌ ｊ
を 求 め て
、
知 人 ・ 親 戚 な ど の 斡 旋 に よ り 、 婦 女 外 流 」若 い 女 性　
－　－　　－ ・　 －　　ゝ　　　　■ . I　f   rχ、 ＿　ゝ 　　　^-―-  >   1　　　「rT-
、I
 I  I  -1―↓
の省外への婚出も目立ちはじめた
”　－　　　－　　＝地 域 に よ っ て は 、 四 川 村 」
iノノヂyr ゛｀リノフh I・ドXJ    f二1　・/- 'ノre*ヽ＼^'゛ て|!ごo  ・ ござ ご| ご゛
こ べT　1
  ^   
こ゛。こ、 √ ぶ    J _
・
 crl
が 形 成 さ れ て し ま う ほ ど 、 四 川 省 出 身 者 の 嫁 た ち が ひ と き わ 目
立 つ 存 在 と し て 注 目 さ れ つ つ あ る 。
本 調 査 の 調 査 地 豊 都 県 も ご 多 分 に も れ ず
、
近 年 の 経 済 改 革 及
び 観 光 産 業 の 発 達 に よ っ て 、 農 村 部 に も 近
代 化 の 波 が 押 し 寄 せ
て き て お り 、 人 々 の 意 識 や 村 落 の 暮 ら し が 目 覚 ま し い 変 貌 ぶ り
を み せ て い る
。
同 県 の 東 南 は 石 柱 土 家 族 自 治 県 、 南 は 彭 水 苗 族　
-　　-　-●●。・　・r　A　　 ＿　●. a　　I   I-  /-r-　、目 ／-r‘++ 口（l　V ／’V.　　V.   ●　　－／|O　　1　-J ／【^　 乙/ ・~・・4‐Ｔ 「 ’」ご　 ． に. ’ｉ　 ‾　’自 治 県 と 接 し て い る が
、
県 内 は 漢 人 社 会 で あ る ． 若 年 ・
壮 年 期
の 男 性 た ち が 農 業 以
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。、 - 、
’゛農 家 ひ い て は 農 業 か ら す っ か り 離 れ て い く 者 が 増 え る な か で 、
伝 統 的 な 農 業 は 主 と し て 年 寄 り や 女 性 た ち が
担 う よ う に な っ て
き て い る 。
他 方
、1994




‾　　-　-’-　｀　” ｀ヽ｀　r I ~^-　--#ふ- ≫.ri,　ゝさ幸蝕-l￥r≫ .にJ　　　ヴ 』乙Lziノj ゝ　゛゛ ゛＾　｜‘ ’／-・ ″゛ 　ノ ●　－ ’/-/　　　　　－－‥事 の 一 環 と し て 長 江 の 南 北 岸 を 結 ぶ 大 橋 の 建 設 が 豊 都 県 、 そ れ
も 調 査 村2 組 の す ぐ 近 く で 着 工 さ れ て い る 。 県 城 水 没 後 に 備 え 、
’‾-‘　 ’゛゛一乙　　　- ふ| ゝ　r-・l A--‘　> -　.ゝi/ 、、i,　　　ふ*-ノ￥J t-l- J -l＼Zl L 一丿　／　　●ｆ～　
、　-　-
‥ 。で、j長 江 沿 岸 に お い て 新 た な 自 動 車 道 路 の 工 事 も 同 年 か ら 始 ま っ た 。
現 地 調 査 を し て い る 間 に 、 村 内3 組 と4 組 の 居 住 地 域 に 新 た な 道
路 橋 が 建 設 さ れ 、 馮 家 垢 橋 と 名 付 け ら れ た 。 三 峡 ダ ム エ 事 の た
め に も は や 一 部 の 村 民 た ち が 田 畑 を 手 放 し 、 引 っ 越 し せ ざ る を
得 な い 状 況 で あ る 。 ま た 、 ダ ム の 竣 工 後 に は 、 約4 分 の1 の 村 人
の 家 屋 が 水 に 沈 ん で し ま う 予 定 と な っ て い る 。 ダ ム の 建 設 は 、
す で に 村 の 暮 ら し に さ ま ざ ま な 側 面 か ら 影 響 を お よ ぼ し つ つ あ
る
こ の よ う に 、 経 済 発 展 の 転 換 期 に さ し か か る さ る 村 落 は 、 激
1゛ ゛7.'¨' し　。。‥　　、 、　I _  I:s―-t　　　づし＼I・　ノ^ロ゛ ノ＼｀ゝ　仁-l月ノ＼J> l*-^^ - －＼,？  ^r ”≒ 二　、しい 社 会 変 動 の な か で 、 伝 統 的 な 家 族 がい か に対 応 し 、 変 わ っ
て ゆ く の か 。・……元 → 明 → 清 → 民 国 期 → 解 放 後 → 土 地 改 革 →
大 躍
進 → 人 民 公社 → 文化 大 革 命 → 改 革 開 放 な ど の 時 期 を経 て き た 村
落 の 一 部 は 、 経 済 の一 層 の 活 性化 の ため 、数 年 後 ダ ム の 底 に「
消 え 去 ろ う 」と し て い る 。 わ た し は そ の変 貌 ぶ り を 見 極 め よう
と 、 調 査 地 と し て 、 豊 都 県 馮家 垠 とい う 村 落 を 選 定 し た の
で あ
る 。
こ の 調 査 の 目 的 は 、 四 川 東 部 のあ る 複 姓 村 で 行 な っ た長 期 の
フ ィ ルー ド ワ クー をも と に 、 主 な 宗 族 の 移 住 史・人 口構 成・世 帯 規
模・分家 と 老 親 扶 養・家 族 変 動・婚 姻 形 態・村 落 統 合・通 過 儀 礼・功
徳 儀 礼・祖 先 祭 祀 な ど の諸 側 面 を 通 し て 、家 族・婚 姻・村 落 構 造
の変 化 を 考 察 す る こと で あ る 。 宗 族 に よ る 結 束 が 、東 南 中 国・
ご
-華 南 ほ ど 顕 著 で は な い 同 地 域 の 家 族 ・村 落 の 変 容 を 明 ら か に で
き れ ば と 思 う 。 近 代 化 や 観 光 化 の 発 達 と の 関 連 で 、 従 来 の 文 化
伝 統 が い か に 保 持 さ れ 、 移 り 変 わ っ て ゆ く の か 。 時 代 を 追 っ て 、
と り わ け ポ ス ト 生 産 責 任 制(1979 年) の 導 入 に よ る 変 容 を 中 心 に 、
考 察 し よ う と し た の で あ る 。
実 地 調 査 は 、1992 年 春 に 行 わ っ た3 週 間 の 予 備 調 査 も 含 め 、1　
==　　==　=　　-=　　　-　　　　　　-皿 ji●・・/-　W ●7-〃　　　W　　　　　　　ミ －ー　　　－995 年 の3 月 末 ま で 、 夏 休 み ・冬 休 み の 期 間 を 利 用 し て 、 断 続 的
に 実 施 し て き た 。 延 べ 約10 ヵ 月 の 現 地 滞 在 期 間 中 は 、 調 査 村 馮























第1 節 豊 都 県 の 概 要
長 江 の 上 流 地 域 で あ る 四 川 盆 地 の 東 部 に 位 置 す る 豊 都 県 は 、







の 南 東 部 は 標 高1000-2000 メ ー ト ル の 山 々 が 連 綿 と 続 き 、 北 西
1㎜㎜　W　＝ 　　　　・は 丘 陵 地 帯 で 、 と く に 長 江 の 沿 岸 地 域 は200-400 メ トー ル の 低 い
丘 陵 地 帯 で あ る 。 気 候 的 に は 、 亜 熱 帯 モ ン ス ンー 地 帯 に 属 し 、


















= ㎜-　Ｗ　　　　　　　　　　　Ｗ「善 鬼 」生 存 中 功 徳 を 積 み か さ ね 、 善 き 行 い を し た 者 が 来 世 も ま










































































① 長江沿岸丘陵地帯(標高500 メ トール以下)。
② 長江南北低山地帯(標高500-800 メ トール)。













































































ビ ール 工 場 の ほ か
、
複 合 肥 料 工 場 ・ 製 薬 工 場 ・ 酒 工 場 ・ 果　
‾　　　　ミ　　　　　　　　　　　　　　ミー 　　　　　　　　　　　 －　　　　　－r一¶　　"-●r・l.l之　　_・ r--寸/　　、ふ●W~/W●-゛樹 園 ・精 神 病 医 院 ・ ザ し 剽 工 場 ・セ ラ ミ ッ ク 工 場 ・製 糖 工 場 ・ダ
ン ボ ルー 工 場 ・煉 瓦 工 場 な ど が あ る 。 果 樹 園 の ほ か 、 い ず れ も19
80 年 代 か ら で き た も の で 、 県 属 企 業 か 、 請 負 制 企 業 で あ る が 、
汚 職 が は び こ っ て い る た め 、 欠 損 企 業 が 大 半 を 占 め て い る 。 な
か で も 、 ビ ルー 工 場 建 設 の お り 、 村 の 多 く の 土 地 を と っ だ の で 、
労 務 問 題 解 決 法 と し て 、 そ れ 以 降 村 内 の 余 剰 労 働 力 を 雇 い 、 青 ・












































































































のは、1980 年代から本格的 に実施されつつある1人っ子政策 に






















そ の た め
、 我 が 子 の 将 来 を 心 配 し 、2 年 ほ ど 前 か
ら 、
県 城 の 学 校 に 編 入 さ せ る ケ ース が 急 増 し た 。 と こ ろ が 、
ミ'-■　－　－　　　　　＿　　　　ｓ ぺ ゝ>　　　　rrt--⌒. きA,-iふ ・- 、、 ノ
?
?
タ「< ワμ^ ノ ニ」 ’＼y  ^I ｀ '171・ ／ ゝ> ―    '―   － ／　 ／　゛ ” ’ｗ ’ｒ・　　　　　－
坪 上 で
一 番 の 成
績 を と っ て い た 子 は 、 町 の
学 校 に い く と
、
同 じ
学 年 で も っ と も 成 績 の 悪 い 子 に
も 追 い つ か な い こ と が わ か っ た 。
“　 ・　ヽ-ヽ
～「f-I　ぶー -・ ≫　ゝ-1    /-I-' rrrf ／-r'.　1 . ゝ　、 。ΣTt 乙 。i-、u丁 丁 ゝ.     (^|ノ に^^ ／-v^'rμ 一丿'i-^- - プ、ふ 。7こそ こ で 編 入 の 場 合
、 ほ と ん ど
例 外 無 し に1 年 留 年 と い う 形 を と
っ て い る 。 し か も 、 都 市 戸 籍 で は な い た め に 、 県 城 の 同 級 生 よ
‾　’I ｀ -I　‾’｀　-こ　゛ 　゛ き゛　>_　　　　- タ|J- > ⌒c一 t　<ノ　ｋ ｖ ”cvノo　 ＼ノ ♂゛ 　>^  ゝ　‘r' I |゛  /　 ’｀’¨　 ‾ ’7コ こ　、 ： 、・ Ｊ　 、%　 ン
り は る か に 高 価 な 授 業 料 を
出 さ な け れ ば な ら な い 。 そ れ に
昼 ご
●●　s　J 匹　/IN　八　 ≫-　>. t｀ .1_
、.  － ふ、 、へ　ヽ ^ヽ ・ ヽ　1    I  ・一 一 ヽ＆　^ 階^　1; ∩∩ ぶ どi
よL ヽゝソ ≫c卜 ’ω/v ≪>― I－J lUM <-r・ ・八 ／i"≫.'・ Ｉ －, － －　 ‥
は ん の 代 金 も ば か に な ら な い 。1
人 に つ き
，
年 間1,500 元 く ○ ，
－ ’　　 ″一 ヽ　 ヽ　　 －　 －　μ‘I  it-・卜r ＼ ―<*   ―" イm   nVc ｀／U  ^ ノ1    V4 >1／‘ しJ r こ^｀/v　 ≫‾ ｀″｀　ノ　に ｀　？　　 ！ 了’、　 、 ‾　Ｌ　 こ ’。_。 .lj
の 出 費 で あ る 。 ビ ール 工
場 で 働 く 親 な ら
、
そ の 年 収 は3 千 元 程 度
と す る と
、
子 供 の 教 育 は 農 家 に と っ て か な
り 大 き な 負 担 に な っ
！1 ’丁|’‾ ‾‾｀こ|　゛ ″r   r -　-r  1=1　人|　ゝ ゝ　　　/-!-‘ FtFf ／Tヽ万βきち|i*&  >a,  1 r＼At　　7　'O／I  ●　J　I／> '丿j／^ I  ! 'ここに｀‾｀て| こ、。。、てい る。ち な みに、村内 の小 学校 の場合は 、年 間の学 費は100
元台で 済むし、 放課後 、家 事も 少し手伝 っても らえる。
し たが
っ て、余裕 のない 家 の子は村 の小学 校しか行 くこ
と がで きず、
進 学が望め ない 者 が過半数で ある 。
村 の6 組 の 道 路 沿 い に 幼 稚 園 が あ り 、 目 下 の と こ ろ 、3-6
で20 数 名 の 子 供 た ち が 入 園 し て い る が 、 午 前 中 だ け で 、 上










と 下 半 期 を 合 わ せ れ ば 、 計160
元 の 授 業 料 が 必 要 で あ る ． 子 ど　




で き る だ け 良 い 教 育 を 受 け さ
せ て や り た い と い う 共 通 の 気
持 ち は 持 っ て い る 。 し た が っ て 、 村 の 幼 稚 園 に 幼 い 子 を 入 れ た
‾　　－‘　＾ 　－‘　　
－ 「 ’゛　　　　 ヽ　-I-● -　　-/- Ｌ イ£ム「＝n > -　-1　」ハ　ふ　1.1　1　-7‘
リ fロ｀ J M　´  ゝ　｀ 　　>.≫ ^り　　Ｗ ” ”　
－　－　　－，
あ る い は 新 城 郷 か 県 城 の も っ と 良 い 幼 稚 園 に 入 れ た り し て
い る 。
「 文 化 水 平 」最 終 学 歴 か ら み れ ば
、
民 国 期(1949 年 以 前) に 幼 少
の 頃 を 過 ご し た 男 性 の 一 部 が 私 塾 で2-7 年 勉 強 し た こ と が あ る　
ー　　・　　　　ヽ 　一一　　　あ●-I. r - ／ノ。　/ ・ 八丿r＼ h-r‘ IM   TTAl χ ．T、「 手ヨ゛ノ ｀->≪. ｃ・　心 に　 ＼^  !に ノ^ l I_--- ！｀l "　l ｒT 'ヴ　 . ― .  I. r '．λ　J *が
、
女 性 は ほ と ん ど が 文 盲 で あ る ．
解 放 後(1949 年 以 降) の 掃
盲 運 動
」文 盲 一 掃 ・ 識 字 運
動 の た め
、
多 く の 女 性 も 学 校 へ 行 け る
‾ ‾´ ゛-'  " 
―　
ヽI     ■ こ ″万f　ゝ ・-゛‘ ふ| 一 一″==‘|　　I. J.H    入 レ　　A  n
ようになっ た
H　H ゛V● 。l　心 〃-g　 －　・- 一一　。　－　　　　　
＿
そ れ で も
、
生 活 が 困 難 な 家 庭 で 育 っ た 場 合 、40　　　
■　　　　　いー　・-　　　ミｊ　　　　∽　 Ｓ　。一　　 一番一-(お ノ ¶｀ ' ト ノ/^_O　V_   '・- ゝ>
―'  ・　―I―≫ I I―I  "　Ｔ' ｙ _
£ノ代 の 女 性 に 読 み 書 き の ま っ た く で き な い 者 が い る 。 そ し て 、 若
者 の ほ と ん ど が 小 卒 、 せ い ぜ い 中 卒 に と ど ま り 、 高
校 ま で 卒 業
し た 者 が 非 常 に 少 な い 。 と り わ け 女 性 の 高 卒 者 の 場 合 は 、 本 人





●｀ ノ　い｀　　り 　～　/ 7"/ 〆　'・- 　-　-　-で あ ろ う が 、 親 に 相 当 の 理 解 を 要 す る も の と 推 測
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年齢 ? 総数 ? 男 ? 女
実数(%) ?13叩00.0 ）?68(100.0) ?63(100.0)
80-89 ?2(1.5) ?1(1.5 ） ?1(1.6)
70-79 ?8(6.1) ?4(5.9) ?4(6.3)
60-69 ?12(9.2) ?5(7.4) ?7(11.1)
50-59 ?14(10.7) ?8(11.8) ?6(9.5)
40-49 ?12(9.2) ?5(7.4) ?7 山 丿
30-39 ?19(14.5) ?12(17.6) ?7(1LT)
20-29 ?33(25.2) ?15(22.1) ?18(28.6)
10-19 ?13(10.0) ?8 巾.8） ?5 （7.9）I
O-9 ?18(13.7) ?10(14.7) ?8(12.7)
表^ ．世帯規模(1994 年3 月末現在)
世帯人員(人) ?2 ?3 ?4 ?5 ?6 ? 計
世帯数(戸) ?11 ?22 ?8 ?1 ?1 ?43
％ ?5.  Q 51.2 ?i8.e ?2 ズ?2j ?IOC
実数(人) ?22 ?6 ?32 ?5 ?6 ?131
平均世帯人員 ?3.05

























































































































































第2 章　 村 落 の 歴 史 的 背 景
第1 節　 村 の 移 往 伝 説
1. 姓 氏 分 布
巾 現 在 の 姓 氏 分 布
豊 都 県 は 四 川 省 東 部 の 最 大 都 市 重 慶 か ら172 キ ロ 離 れ て お り
、
言 綾 地 区 の 管 轄 下 に お か れ て い る
。
重 慶 の 港 朝 人 門 か ら 水 貿 船
に 乗 リ
、
揚 子 江1 を 下
つ て い く と 、
約4 時 間 で た ど リ 着 く
ｈ
調
査 地 馮 家 伺 （ ヒ ョ ウ カ ガ イ ）3 村 が こ の 揚 子 江 の 北 岸
、
豊 都 県 城
か ら7 キ 口 離 れ た と こ ろ に 位 置 し
、














●Wミ・W-　・　　　　　　W　7な 姓 氏 隆 姓 と 李 姓 が 早 期 在 住 の ほ か 、 講 姓 と 陳 姓 に は 早 期 在
































































































































ら2 名 の 男 子 が 代 表 と し て 参 加 す る 。 祭 文 を 読 み 上 げ 、 線 香 を




仔 こ 伍 に 一 凹 にA ノ/こリL  粗 几 衣||じ乙く1⊃>  Mヽノ切 口1旧 正 月
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蜀 が 攻 略 さ れ て か ら 、 米 の 生 産 高 が 激 減 し た だ け で は な く 、
人 口 も 宋 の 孝 宗 淳 煕2 年(1175) の264 万 戸 か ら 元 の19 年(1282) の
七Λ←J　　　ゝ 　　　　f'・●　　　｀ K　　　　－12万戸へと、急激に減ってしまった 元代 に変 わってから数 十^ ・  ^ ″　 ゛ ？ バ ？？ ？ ” ″ご｀ ‘ ゛ ゛ ｀″｀ ―'   ｀ O       ノti いl ≪“ タ ー ●゛ノ ノV.    ／/ ’リ 厚 ｀
年 た
っ て 、 統 治 者 が 農 業 生 産 の 復 興 ・ 発 展 を は か る た め の 措 置
Ｊ　 、・　●Ｊ／- ．　 ～　　　　～　　　　ｋ　 －　　－　　－　　　　　｀㎜ 　　　・ミ　‾-　ミ　〃Wy-　-　W　 ’ W　　＝　iW　〃　〃　-#  I―*   -を 次 第 に と っ た に も か か わ ら ず 、 一 部 の 地 域 に お い て 経 済 が あ
る 程 度 回 復 ま た は 発 展 ぶ り を み せ た も の の
、
総 じ て 宋 代 の 水 準
に 回 復 す る に は 至 ら な か っ た の で あ る
。
そ し て 、 元 末 に は 、 全 国 規 模 の 紅 巾 軍 農 民 大 蜂 起 が つ い に 起
●ゝ 　　　四-_之　ｒ　　
＿　
ニk l. ●-　　　、二之。 －　　　　－こり、長江中・下流域で活動をつづけた/　 ・　　－ －l~　I　　　　l　 ・／・uレ'／●　～ ●l-l !-・ブV    に　 之　 ―  ≪ ／　/にo





Ａ7 Ｔこ7 ニ ´ ’｀ 7-ご ¨ ゛ ｙ ｀゛“ ’二 ’ ゛7 ’｀O　I  .  I I ^t‘°丁 ＼  X ゜ ゛tノハ 「;珍 が 重 慶 で 帝 位 に つ き 、 み ず か ら「 大 夏 」政 権 を 打 ち 立 て た
。2.






大夏政権ミミ　 ノ　 ／　・　 七／・〃X  ‘　I　 χ之～ ″・≫■／t ～ ’cr｀ ‾a／ 二 ｀ゝ 　　ツ 、』-＝T=一八/ ’μy f に ノ ＼ ノ ヽ ノゝ^ μi 、-ffi
を 覆 し て は じ め て
、








































封 建 時 代 で は 、 戸 籍 の 自 由 な 移 動 が 認 め ら れ な い も の で あ る 。
し か し 、 例 外 が2 つ あ る 。1 つ は 戦 乱 な ど の た め 、 人 口 を 含 む 社A
J・f　」一．　ｆ「　－　　－－か　ロ ″ー‘“'-・　　　″゜ -‘　－
-=- 警-W　　　　　　　　　　　　　’ ・　「　 ▼■　響会 秩 序 に 対 す る 政 権 機 構 の 統 制 が き か な く な
っ た 場 合　
－　　ミ　　・　　　　・ゝ --　 乙ミ　 ～　　　～ つ まり、 ’●r ’F.7 ’ /, － タ ‾ ／゛■% I 肖 〃八I  I J － ・●／≪ ●f*・ 4　 に/^"V　 い χ　a｀/' “ ’タ    I―I  o　 ／ Ｓ
主 と し て 戦 乱 を 避 け る た め の も の で あ る
。
も う1 つ は 移 民 に よ
ー　・丿之・　 －・　　　。-・―- ＝ Ｗ　　‾　　ミ 　　　　　　●/　こ　
・ー　　W-る 荒 れ 地 の 開 墾 で あ り
、 土 地 が 広 く 人 口 の 少 な い 地 域 へ の 移 住
を 朝 廷 側 が 勧 め る 場 合
。
元 末 か ら 明 の は じ め に か け て
、 四 川 で
は 、2 つ の 状 況 が と も に 発 生 し た
























ものは比較的経済的に恵まれた者であったらしい かれらが四v　- -"rw I ／  ^n'￥'!―*-≫  ●ノ｜・'-^ ・' ≪に｀り｀・・ ゛/ 乙I I　 ゝ'^ ノ　/f  に　ノVy'    ｀ 　 Ｏ　/^ ゛* ｖ ≒ノ/v     p、
川 に 入 り
、
そ こ で 「 挿 占 」 と い う 方 法 で 大 量 な 土 地 を 手 に し た
。
明 の は じ め 、 四 川 に は た く さ ん の 土 地 を 人 手 し た 地 主 が 大 量 に
㎜　　=-　・ 　　　　　　　　－ 一一一出 現 し た と 同 時 に 多 く の 「 佃 戸 」 小 作 も 生 ま れ た
。
当 時 で は
ー-　 －　　　　　　　　 －マ で∽ ‾' ‾ ‾I~' ゛'　 之　　｀ 　 ‾　　　りご　 ／　　。J|'・J　ll　＼ ^  I―.  ∽'^    に″乙 ○　-―I ごJ　－ ●O｀ |ゝ地 主
に よ る 「挿 占 為 業 」土 地 の 占 有 お よ び 「租
・
佃 」小 作 関 係 の 確
立 が
、
凋 落 し た 農 村 経 済 を 回 復 さ せ る 手 段 の 一 つ で も あ っ た 。
移 民 に よ っ て 他 方 で は
、
数 多 く の 「 小 自 耕 農 」小 自 作 農 も み ら れ
た
。
要 す る に
、
数 千 万 人 と い う 大 規 模 な 人 口 の 四 川 へ の 移 動 が
四川の人口増加と経済の発展に大いに役立ったのである そ の■     ゛ /　●　ミ/ －I ・  '  i_|  ／  ^卜 ～/1  ＝I  ／1 -  "   ノ ＼ ^/八 ●～ ／ ゝ ゛1  ゛ | 八' ″.    ´ l “ ゛／　 ゝv ノa ／|Q　 ＼w   にノ
な か で
、
「 客 戸 」 移 民 が 「 土 著 」 土 着 民 を 超 え て し ま
っ た 点 は
、
明









































































過程 は土地 に対 す る再分配 のプ ロセ スでも あ る。広大 な上地 の
割 に人口が 少なかっ た年代 には 、「自耕農」自 作農が生 じ た一方 、
「租 佃　 」上地 の小作関係も 生 まれ 、地 主、自作農 お よび「 佃
農 」小作が農村 の主 な階層 を成 してい た。土地 の わりに人 口が
少なか っ た時期 では、土地 の合 併がそ れほど 進 まず、こう し た
ー　・。■　　■㎜自作農にとって非常に有利であった し かし、「一紙 執照之 内、二　・・　／ハ ●－~　 －　 － ノI　I I-* ' －I  J ' l -J　～ にノ　丿 万ｆにo　　 ＼  ^／v　s、ノ|ゝ |　・　　/I ひ-Vニrrv jl6ｖ/ｉ.＿|ｒ Ｊ
跨 山 途 嶺
、
常 数 十 里 」
。
移 住 し て き た 地 主 が も つ1 枚 の 契 約 書 にj.
－　－　－　　－
記され たそ の所 有上地 は、 山々 をこえ 、時 にはそ の範 囲が数10
キロ にも 及ぶも のがあるとい う そ こで、多 く の土地 を持 っ た
ｔ　
・―   ゛ '―   ～ い ″｀″'｀゛ 丿゛ ゛゛ ゛ノ ‾ay <■       ゛ 　 ノO　S
｀- ‾｀　 ゝ｀ >　 ニy　 ゝ ゛ノ　L^'n:i  こi り　 ノ/ 二地 主 は 外 省
か ら の 「 客 民 」移 住 者 と 契 約 を む す び
、




の 「 客 民 」 が 自 力 で き な い 場 合
、
さ ら に ま た 誰 か に 土




回 も ま た 貸 し す る 例 も 決 し
て 珍 し く な い
。
こ の よ う な 土 地 の 所 有 及 び そ の 小 作 関 係 は
、
移
民 の 開 墾 の な か で 形 成 さ れ た も の で
、
清 の 初 頭 に お け る 四 川 の
土 地 小 作 関 係 に み る 共 通 し た 特 徴 で も あ る
。
土 地 の 所 有 権 は 地
－　　　　－　　　 －　　― 皿　　－ ㎜　　 ㎜㎜　　　　　　　　　　　　　w　　　　　 ‾　　　　rr ・　・- ・-主 の も
の だ が
、
ト 佃 戸 」 小 作 が そ の 土 地




















































































































































































































ぷミiヽ　 召 呂 こ こr
―(   I―(　 名　　 に に111    c-j
巴 廿　 ご　　I     I    1   -―.
ふ ＜　 抄　　CD  CΞ÷ 廿
冨 ÷　 柵　　I ―I 1―(川 図
こ 屁　 屁　　 廷 忿 盆 側







































































































































































































△　　 △　　 △　　 △　　 △　






伯昂 崩s 二 旦岐＿
△　　 △　　 △
日華　 日英　 目盛























15　　 △　　 △　　 △
頻の始 祖）




































言 汗 言 弩 ニy ザ ヤし ブ サ サ ブ ヅ
△　△　△△△△△△△ △△△▲△△ △　　　△　△△△△光元光文　光乾　　　　　光位　光Ξ　 光斗
レ ○ 尹] 十 万
し
＿
△　△　△　 △　△　 △　△ △　△　△　△　△　△
明乾明鏡明鋼 明発明新明禄錫武 明哲明淵明誠明述明選明遠3







































































































































































きない。この宗友公の墓が朗渓にあり、磨礎墳と呼ばれる。こC± ″dヽ V ' o　Ｌ　y／ノ7T ＼ぷχ、ヱ  ^^ノ召t4' ふSfコi大i ～ £fノ ソ JC:J5TJiiり5lc－Mj IfcSヽ ・ レ'aノo　 ｔ
の 地 方 で は 、 新 天 地 を 開 発 し 、 そ こ で 定 住 す る よ う に な っ た サ
‾　-　=　　　　　　Ｗ --=-　　　　　　　　　＝ 　■ブ リ ニ ジー の 始 祖 の 墓 地 を 磨 碓 墳 と い う 。 磨 碓 と は 、 墓 印 と し
て の 自 然 石 の こ と か と 思 わ れ る 。 宗 友 公 の 息 子13 代 目 の 時 泰 と

















、 四 男 登 業 は 華 厳 平 頂 址 へ 、 五 男 成 業 は 豊 都 を あ と に し 、
球
洲 蓼 葉 渓 へ 移 動 す る こ と に な っ た 。 湖 廣 か ら 四 川 へ 移 住 し た　
””‘　　　　’　　　－　　　　ゝ　-ゝd= ●ll　・t V r一嗜　、　　　－_4 r  1  t‾〆　・/　-●ミ・〃-　　　・-　　ミ'・一明 洪 武2 年(1369) か ら 数 え る と 、 ち ょ う ど15 世 代 目 の こ の 四 男
登 業 の 房 は い ま 馮 家 燈 村3 組 居 住 の 隆 姓 に と っ て 、 分 枝 の 始 祖
に な る わ け で あ る 。 こ こ で ほ か の 隆 姓 の 房 は と も か く 、
馮 家 授
村3 組 居 住 の 隆 姓 の 直 系 先 祖 の み に つ い て 、 も う 少 し 分 析 を 試
み よ う 。
登 業 の 孫17 代 目 洋 栄( 字 は 朝 選) と そ の 兄 弟 滓 貴( 字 は 朝 陛) ま
で ず っ と 華 厳 平 頂 址 に と ど ま り 、2 人 と も 官 に つ き 、 た い そ う
立 派 な 墓 を 建 て ら れ た 。 墓 地 の 形 ・墓 石 に 彫 り 刻 ま れ た 模 様 か
ら 、 朝 選 公 の は 礼 子 墳 、 朝 陛 公 は 花 碓 墳 と 現 在 で も 村 人 が そ　
・　　　　‾“ ‘' ゛　　　　　　－=-　　ゝゝ　乙 →　　　- -≫-≫嗜、一　>_　ゝノ ●　　●/-yW- ●　-　-- I' ＼^　～　し ’ー　●’・う 呼 ぶ
。 平
頂 墟 に 居 を 移 し た こ の 房 に は 宗 祠 こ そ 建 て な か っ
た が 、 毎 年 の 清 明 会 づ こ際 し て 、 朝 選 公 の 大 き な 墓 の 前 の 空 き
‾　　” ”　　　　-=　　-　-・-　乙　-●　k la●'
― °゛ ●　'g　●　　－ ●●7　/7「　'・　　-'7　　　　　　－地 で 祖 先 祭 祀 を し た と い う 。 そ し て 、 朝 選 公 の4 男18 代 目 仕 達
が つ い に 馮 家 慧 へ 移 住 し 、 馮 家‘竣 の 隆 姓 の 房 の 始 祖 と な る 。 馮
家 が「上 院 子 」の 隆 姓 の 墓 地 の な が で 、 も っ と も 立 派 な 墓 は こ の
仕 達 公 の も の だ 。 仕 達 に は7 人 息 子 が い た が 、 上 の3 人 が 平 頂 述y














/. 豊 都 県 に お け る 隆 姓 の 主 な 居 住 ・移 動 分 布 図 を 示 し だ の は
ー-　　　　　-　ふ 　．--　　　　　　　　・″　　ｉ- ●／●゛ 　　　　　－　　－　　。図J で あ る 。 四 川 へ の 始 遷 祖 か ら12 世 代 に 至 た る 間 、 い っ た い
ど の よ う な ル トー を 経 て 朗 渓 ま で た ど り つ い た の か と い う 点 に
Ｗ　－　－　　／　　‾　”　 －　－ －関 し て は
、
族 譜 な ど の 資 料 が 乏 し く 、 知 る す べ も な い の が 現 状
で あ る 。 そ れ か ら 、 朗 渓 → 大 田 が → 獅 子 堡 → 平 頂 址 → 蓼 葉 渓
- ―／　＝　Ｗ　　～「　　　　　　ＷＷ ㎜” －→ 馮家 痩とい う方 向でj 隆 リニ ジーの人 的移動 は何をつて に行
われ たのか。金 でも のを言わせ たのか、宗 族 の結集力 に よる か
そ れとも 婚姻 関 係 がきっかけと な っだのか につい ても 、い ま だ














、ヨ。豊 都 県 の 東 部 は 石 柱 土 家 族 自 治 県 、 東 南 部 は 彭 水 苗 族・上
家 族 自 治 県 と 接 す る 。 彭 水 の さ ら に 東 部・東 南 部 に は 黙≒ 江 上
・　　　　　==　J=　　ミ　ー・ =　=　=　-
遊り沃 田 府 呆 こJ^ （9 O  o 彭 乙^y ノノ ご り 木 ロト ’不 ほ3 口?^^ ゛゛こそ.)     l仁L　に
家 族 苗 族 自 治 県 お よ び 酉 陽 ・秀 山 上 家 族 ・苗 族 自 治 県 が あ る ． こ
乙　　　　ミ　　　　　　ミ●　
＿　
ミ　　　〃・　－゛s 'r/ ｀mJ-/゛ ●　・ ●⌒f●-　　　　　　　　　■・・■ －れ ら のう ち 、 石 柱・野 江・酉 陽・秀 山 は 湖 北 省 と の 境 目 に位 置
し てい る 。豊 都 県 を取 り 囲 む 周 囲 の 環 境 を 考 慮 す れ ば 、 隆 姓 リ
ニ ジー を は じ め と す る 湖 廣 か ら 移 住 して き た 人 々 と 苗 族 と の 関
















































































































































































































































































































































































































照。確認できた者はほとんどが朝選の直系子孫にあたる 朝選/l ≫ゝ O　Hix 二M ≫U゛ 　－　 ｗ　/  ^_　μ-l　f い1  い 乙/   ‰／|＼.   .-  /V　T17JI ダ｀（-21 ゛ノ μ＝!-|／Iｘ J　J ／l> I － レ‘ノ/ ーフd ノ ○　 寸プj A
の 次 男 仕 能 の 墓 礼 子 墳 の 碑 文 に は
、
仕 能 が 亡 く な
っ




































































き た 玄 二 を
始 遷 祖 と す る 父 系 の 系 譜 関 係 を 中 心 に
展 開 し た
。 15　　
--｀ 　’｀　－　 一　乙　 ＼ /-.   ゝ 　　～　 －f ／≫ /｀ . /I一 ⌒ こ-t   L-K   1　」、、Ｆこl　,へc: I－ヽ－ム‾4‾ “ （“'‘' “ ‾ ｊ ・ヽ ぶ"' 、 ｋヽ'、 、世 代 目 ま で は リ ニ ージ 成 員 の 名 前 と そ の 移 住 先 の 記 載 し か 見 ら
れ な い が 、 大 田 傍 か ら 華 厳 に 移 っ た15 世 代 目 の 登 業 か ら 、 不 完
全 で は あ る が 、 そ の 配 偶 者 の 姓 氏 及 び 墓 地 の 場 所 ま で 記 録 し た 。
記 録 は20 世 代 の 大 、21 世 代 の 光 と い う 世 代 ま で 下 っ て い る 。 そ
し て 、15 代 目 か ら は 、 登 業 の ほ か 、3
房 宣 業 と5 房 成 業 も 大 田 浸
か ら そ れ ぞ れ 新 た な 移 住 先 を 求 め 、 同 心 場 獅 子 堡 と 隨 陵 蓼 葉 渓
へ 移 動 し た 。 こ の 族 譜 は4 房 登 業 の ほ か 、 大 田 頌 か ら 出 て い っ
た ほ か の 兄 弟2 人 に 関 し て 、 そ の
息 子 ま で 族 譜 に お さ め た 。 な
の に 、 大 田 槻 に 残 っ た 上 の 兄2 人 の 名 前 を は じ め 、 そ れ 以 降 の
系 譜 関 係 に つ い て は 、 ま っ た く 触 れ て い な い 。 な ぜ な の か 。
ち な み に
、 大 田 昶 に 住 む 南 陽 堂 置1  5
『 隆 氏 族 譜 』 隆 姓 の 族 譜
と 突 き 合 わ せ て み よ う 。 こ ち ら も ご く 簡 単 な 記 述 で あ り 、 華 厳　
‘　゛　　　－　y・ 七ゝr.卜 、*-　）　■*  φ　1 __　u？　　nA／ UtL. ・ 1　－乙 ノペ に　I-I '●－ －　－　－　　　、 。 －村 の 族 譜 と 比 べ る と
、
四 川 へ の 始 遷 祖 を た ど れ ず 、 隆 姓 リ ニ ー
ジ が 豊 都 県 へ 移 住 し て 約270 余 年 の 歴 史 に つ い て は 、
空 白 状 態
に あ る と い う 大 き な 欠 点 が あ る 。 こ の
族 譜 で は 、 朗 渓 へ の 始 遷
祖12 代 目 の 宗 友 公 を 始 祖 と し て い る 。 不 備 が 多 い が 、 宗 友 公 か
｀″'‘　　　　｀　一一　　　-　｀ 　　－　　　■1   ＝「「l　/IN   r一・　⌒T-1J_L ゛ -I   >4トー -●’丿／
、j
 ●い ⌒ ～・*―*
。－ －　こ　　　　　　。-_　
” 二ら 配 偶 者 の 姓 氏 （ シ レi 才 、載 せ て あ る 。 そ し て 、15 世 代 目 の5
人 兄 弟 の う ち 、 大 田 ガ に 残 っ た 長 房 と 次 房 を 中 心 に
書 か れ て お
り 、 余 所 へ 行 っ た3 人 の 兄 弟 の 系 譜 関 係 に 関 し て は 、3
人 の 名 前
を と ど め た だ け で あ る 。 毎 年 行 わ れ る 清 明 会 が あ る た め 、 音 信
-　一之　ゝタ　～　　J　－　ゝ . ^  ●　　　　、*4 ｗ ｗ ミ/　●w ミ゛'/　　ミ　ミ　　　ｖ　　
．　．．
不 通 が 原 因 と は 考 え に く い が 、 や は り 兄 弟 と 言 え ど も 、 リ ニ ー
ジ か ら 余 所 へ 移 住 し て い け ば 、 そ の 帰 属 意 識 と し て 、 も は や リ
ニ ジー の 新 た な 分 節 と 考 え ら れ る よ う で あ る ．
こ こ で 、 朝 選 公 の 墓 作 り に
協 力 し た 隆 姓 リ ニ ージ の 成 員 を 考
察 し た こ と に よ り 、 サ ブ リ ニ ージ と そ の 分 節 と の 関 係 に 興 味 深
‘｀　　 －　‥ － ｒ人4Z,4-ｆ＝Ｆｆ ．ｒ7つＬ【£
いものを感じた
・　　 ／　／　　／ －　 Ｗ　 －　　　Ｊ Ｗ　・ ‾・
つ ま り
、
リ ニ ー ジ 内 に お け る 「 紅 白 喜 事 」冠
婚
・ｉＪ- 「　　．・V   ’り^ ノC   ？び ＼^  1-  ^ O　 ´ ゛ ／>　 ／　　　 － ●　噸｀　
“‘
゛　　f-　　　　・ ‾　゛ t7 ‾
葬 祭 に は
、
そ の 参 加 者 は 五 服 以 内 の 親
族 に 限 る こ と が 原 則 で あ
ー
‘　--〃-　　　・-- 四　 ●　.j　_1j,




分 節 に 帰 属 す る 朝 選 公 が 、 リ ニ ー ジ の
中 で 屈 指 の
ｙ ‾’_ ‾． ． －　_ ＿ ． ．　乙　1　t- 〃　ゝ 、　　　　%  1　1.~vi'  O　　＼.^  ″-　・^- ^  >　／■J  〃●-●‾／■ ●一ｒ-●　ダ　　‾　lgミ・‾'　　　　一読 書 人 で 地 位 が 高 い ． リ ニ ージ の 「字 派 」輩 行 名 を 新 た に つ け 加
え る な ど 、 思 う に 清 明 会 な ど の 祖 先 祭 祀 の お り も 、 「祭 文 」祖 先
へ の 追 悼 文 の 作 成 を ま か せ ら れ る ほ ど 、 重 要 な 存 在 で あ っ だ ろ
う ． 華 厳 の セ グ メ ン ト に 属 す る 朝 選 公 は 、 お そ ら く そ の
上 位 に
" ‾'二' 、　　－　r ．r　－　i,~・ぺ.  － ／ゝ .>_、rtArノ○　-r^ /M^ ゛ノ　｀-／　／　’　●　・-/|*--・　／　－　・ -
、－、 7
（　　あ る 大 田 鳶 の サ ブ リ ニ ジー 、 そ し て さ ら に 上 位 の 朗 渓 に 住 む 隆
姓 リ ニ ジー 成 員 の な か に お い て も 、 発 言 権 が 大 き く 、 リ ニ ジー を
統 合 す る う え で 、 彼 の 果 た す 役 割 は 無 視 で き ぬ も の が あ っ た と




































































































-SS ’ ‾ ‾
こなわれた結果、乾隆31年(1767) の1人あたりl隔Xの耕地面積


















































































































































































図3 、営か 帽 ニ 引ヽ 率だ. ^i勺・
Jh^.し恰恥 牡 蛎分すら
（ 郎 し か俳し 鴇鉾 べヽ八x、ヽ刊 斟し吋












隆 ． ?57（45.6 ）6































































































































































































































































































































































































































































































































見 ら れ る よ う に な っ た 。 し か し 、 馮 家 祠 で は 、 個 人 的 に 経 単 簿



























































































































































































② ほかには 「没有文化」教育を受けておらず、読み書きのぐゝr／　YO｀/V　 ●に ≫a゛^ . ■  u●x-［J    八I   ＼-i］rj八 「こ:J　L一 八 ・／　%≫   ＼J之　ノ　 ／　%　M ／|-　´ I ―I　～　 －
で き ぬ 婦 人 が 「 軽 様 子 」布 靴 な ど を こ し ら え る の に 、 こ れ ら の
F　■　〃　～　　　　　S〃 ゛゛ 　‾　W　W　IW族 譜 ま たは 経 単 簿 がひ き 破 ら れ て し まっ た り す る よう な こ と も
あ っ た 。。 こ の よう な 現 象 が生 じ得 だの は 、 ほ か でも な く 、解
放 後 、 宗 族 の 勢力 が抑 え つ け ら れ 、宗 族 へ の求 心 力 が 大 い に 弱
まっ て し まっ たこ と の 証 拠 に ほ か な ら な い 。
しかし、1980年代のはじめから、人民公社が解体され、家庭
｀? ｀?
- ・S ’ ‾‾‾
的 生 産 請 負 制 が 行 わ れ る よ う に な っ た
。
生 産 関 係 が 以 前 と は 大
，　
ゝ　ヱ-    >　　　　ゝ 　　ゝ 　　ゝ 　　　 ●1　　1‘ ●jJ ●　-　-~=, ・ ，　　　　－　　－
きく変わったため、生産活動と関連して親族の結合に<_' ゝ 匹 「!ノ 。で ≫―^ # 二 〃ノs　　　 に/こ二tこl 口 十ぷ=弓り十し　i: こ ぷtご ＼ノ　V- ^ソLμ^yy ノ 小口 口¥1 に
動 き が 各 地 で み ら れ た
。




’－　　●/-f-/ ・・ I J-J. 'I  T-●に お け る 変 化 と し て
、
（1 ）族 譜 お よ び 経 単 簿 の 保 存
・再 編 （2 ）清
明 会 の 部 分 的 復 活 （3 丿 似 道 場 ）功 徳 儀 礼 を は じ め
、
追 善 儀 礼 ・
葬 儀 に 多 大 な 費 用 が か け ら れ る よ う に な
っ た こ と な ど 、 幾 つ か
の側面に現われているように見受けられる わ たしの調査 村馮ｒ ｌ’ｒ 一 二　 ’－ ’‾　ｙ　 ‾　 ． ．で ｒJ 。て　゛― ノ｀万゛八 ’／　ノ' ■i  ｀″こノo　 ″Sノ/^　v ノ|゛ ノ 謀"j二EL'I:J
家 褐
、
に お い て は
、
功 徳 儀 礼 の 「 倣 道 場 」 が 非 常 に 盛 ん
に な り
、
●tか．「・　　　　ｆ　．ｌ ． ゝ　～-----　 ｔ　 －　一一-t ニ　ニ・　　　 一一　　－・’　　-WW　・　/●　゛●=　・　　－ ・W ●-　Wミ ／　ゝ儀 礼 の 内 容 を 記 録 し た 経 単 簿 の 作 成 も な さ れ て い る が
、 清 明 会
の 復 活 は 見 ら れ て い な い 。 以 下 に は 豊 都 県 内 の 他 地 域 の 事 例 を







豊 都 県 に お い て は 、1980 年 代 初 頭 に は じ まっ た家 庭 的 生 産 請
負 制 の実 施 に伴 い 、 土 地 が 農 民 の手 に戻 る と 、家 族・宗 族 の 結
束 が再 び 強 ま り 、 農 民 の経 済 的・社 会 的 な 自律 性 も 取 り戻 さ れ




集 団 経 済 の 基 盤 を 失
っ た 村 ・郷 は 政 治 的 統 合 性 が 弱
ま っ た
。 こ の
背 景 の も と に
、1980
年 代 前 半 に
、
解 放 後 す っ か り
消 え て し ま っ た 祖 先 祭 祀 を 中 心 と し た 宗 族 の 結 合 の 動 き が 一 部
ではあるが、再び見られるようになった 農民のうち、一部の‾ ’こ ” ’ ¨　 ゛　I    ’゛  ゛  ノ“ ノ ’1  ’<j^    -・ ノI  <―    り｀ |´IS ―  ○　/Jべ.1-＼J ゛ノ有 識
者 が 「 績 譜 」族 譜 の 再 編 に 関 心 を 持 ち は じ め た
・-　 ミk－　　ミー　．
なかでも 、77 M-^ ≪      I―t      ・■  こ　 ’1゛ べl●|●-● _I 〃 ／ゝ ？？ 一丿I -i ri ／μu ●>―  1.／VJ 'しJ　 に ∧J M　 ノf こ7｀     ＼ ／ s／、／I /にo　 ’ロ｀|A/ ＜ 心　W ノ ゝ









県 ク ラ ス の 農 民




能、鵬 『 尊老愛幼 』
「使族人理順代次,若竹子之有上下節而不乱，
団結和睦 教育子孫……」宗族の成員 たちにI ご゛゛'z/  ′　　 ゛゛ 　Ｌ」ぶＸ-|’:y・j 【:】 タ l-！^-l /I'M ’| ト1 Hエ|タグフA.  にi　J　J/l ＼ J  /4>'μ入^ ノ μMS^|/ 二 二ノIf－　Ｕ
れ ぞ れ の 世 代 を は
っ き り さ せ 、 あ た か も 竹 の 節 目 の 如 く
、
上 下
の関係が乱れてはならぬ これ をも って 「年寄りを敬い子ど―■   |て^  ^  ＼f I ■* ゛ で　|_HJ T  ’ ゝH-X*     り｀ | ノ ゛゛Q　 ｀'(I'Cl.     り| ノ ゝ。ゝ　l T ≫=u ソ丿 こ 払  V   ■    I     C_
も を 大 事 に し 」
、
団 結 し て 互 い に 仲 睦 ま じ く な る よ う
、
子 孫 を
教 育 す べ き で あ る
。
族 譜 再 編 の 大 義 名 分 は ご く 自 然 の 成 り 行 き
で
、
誰 で も う な ず け る も の で あ る
。
こ の 時 期 に は
、
ま っ た く 興
味 を 示 さ な い 者 も い る
一 方 、 族 譜 の 再 編 も 悪 く な い が
、
「 引 火
焼 身 」 み ず か ら 身 を 滅 ぼ す よ う




っ て い た 農 民 が む し ろ 多 か っ た1
 3  o
そ の た め
、1980
年 代 前 半
ゝ　　ゝ 　
、－　－
「-　aS- 一一 之ミ　＾ 　　　-‾ ミ　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　●・ -●WW　●に お け る 族 譜 再 編 に 際 し て
、
非 常 に 慎 重 な や り 方 を と っ た の で
あ る
。
『 竹 子 黄 氏 史 略 『1687-1988
』 の 序 言 で は 、 次 の 点 を 明 記
















































































-　・-　=-ｒ-　=　　ｗ　ｗ置 と し て 、 利 用 価 値 が あ る ゆ え に 再 興 さ れ た と い う 次 元 の も の
で は な い1
 5 ． 宗 族 の 復 活 に は 、 械 闘 の よ う な ネ ガ テ ィ ブ な 面 と

















が 定 め ら れ て い る 。 そ の 中 に は 、 「保 護 祖 螢 」祖 先 墓 の 保 護 と い
－　Z-ak　t　　 －　　　〃　　　・ ＆　＝　　　　　　　－う1か条がある。「……本房外房,互相保護 遠者逐年一掃,勿畏道／ －・-- ・-・- ’－ － り　　I     ～ ／I  ／ヽり ―L.  I トi ド|｀ iix.o       心 二 口 心- 「　 」||りVJ  J-く 鼻
途 之 遥; 近 者 逐 年 両 掃
，
勿 吝 物 力 之 靫 難
。 ‥…・
」 自 分 の 房 と よ そ　
ー_　_-　－　ミミ　　ミ　　　　　　　　ー 　　－
の房同士は互いに助けあうぺきであ'る 祖先の墓地から距離の‾ｒ 。´゛゛ l._ご て ｀7 ‾マ ニー　l‾'´゛ ゛´ ‾ざ　ど　　　 ～　 ～'^     ｀～Q　IJLL ノU  '´ でt^ － ニ｀Zi／｀ i　'ノit'μ ㈹p:  ノ
遠 く 離 れ た 者 は 年 に 一 度 墓 参 し
、
道 程 の 遠 さ を 畏 れ て は な ら ぬ
。
近 い 者 な ら ば 二 度 墓 参 す べ き で あ り
、
祖 先 祭 祀 の た め に 費 や さ
れ る 財 力 を 惜 し ん で は な ら ぬ
。























お い て も 、 喪 失 さ れ た 資 料 が 少 な く な い6
-　　　皿、　　　ご　 ～>　 〃 ヘ ノ － Ｗ ’( に' 乙 ター=^ 'II   f￥　／　o ｀　ゝ |　’－| ¶|　○は
、
① 歴 史 上 の た び 重 な る 戦 争 に よ る も の
その主な原因として
。②戊辰年(1928)、ご　 ゛ ～ 八 ―1_‘' 丿i ＼. ^^^     ―t―.    い    ox ‾yy  ^ .J     ≫>―  C八| ‾゛ り| ゛ノo　v と ／/ノヘμ へ^^  い  ・／|“ り/  ＼豊 都
県 長 江 の 南 岸 に 起 き た 「 神 兵 」 に よ る も の
。
③ 親 族 の 不 注 意
で 無 く し た も の の 三 つ が 考 え ら れ よ う
。
(12) 一 般 農 家 の 家 で は
、



















擬 制 的 親 族 関 係 に つ い て 、 法 学 者 の 江 守 五 夫 氏 は 次 の よ う な
定 義 を 下 し た 。 「そ れ は 、 生 理 的 ・血 縁 的 に は 親 族 の 間 柄 に た た_l,_
ゝ、　　l　　・ ⌒HI 二 I . 一エr　八　JU に、＿ふ・―・  t.t.ゝ　kf～ ●‥・　　　一一‘ －:
＿j フ
‾゛ :L7 "" ・VU ／<iハ' ノ| り｀″|rj lv_ /|に /^な い 人 々 の 間 に 社 会 的 に 親 族 と 類 似
の 関 係 を 設 定 せ ん と す る 慣
行 を 指 す も の で あ り
、
こ の 社 会 的 に 親 族 と 類 似 な 関 係
に お か れ>_　
l　 ●　)>.　　 ゝ-1-「Tt  」.L ^ .  ＿　●　μφ　ゝ 　ゝ　　　 ～ 〃　　-----　- ‥-,一, ,－ －fy -l/9　'-''|/ りi^t  ・●―^  u丿AV　 ゛< ｖだ 人 々 は
，
心 理 的 に も 何 ら か の 形 の 同 類 的 感 情 で 結 ば れ
，
行 動
面 で も 同 胞 愛 的 な 協 力
・扶 助 一 一 た と え ば 相 互 間 の 血 讐 義 務 と か
「1_ ＼_　，⌒r ↓.-ニrtf 1　「. 一 ，　－ ―<―   r t　ゝ　　ゝ 　　　　t　 一一‘　'‘　　　 －オ ヤ 」の 庇 護 と コ 」の 奉 仕 と か コ を 要 呆 屈 托-










よr  n-≫.  ・一 、、 ＼ r .ヽこ ■ t-M^  I    ^ -ご,-"** ‾゛グ ‾ ´゛'゛ 　 ‾　 ノ ″
・ ゛'dノ ○　」 ・｀
の 擬 制 的 親 族 関 係 の 慣 行 が 前 近 代 的 社 会 に お
い て あ ま ね く 全 世
界 に わ た っ て 存 在 し て お り
、




日本 の村 落社 会 において存 在 して きた擬 制的親 子関係の諸相
について は、江 守氏 の研 究 によると 、次 の6 種類あ ると いう
。(1)
子ども の出生 時 にそ の産 児にオ ヤをと らせ る2 種類 の慣行
。
①産 婆と 出生 子と の間に結 ば れるオヤコ関 係
心心、一「四　ゝ　r A　　　　f_=-　　　　　｀-　-　　--f・"・　●　　W「② 棄 て 児 と 拾 い 親 と の オ ヤ コ 関 係
。(2)
い わ ゆ る 名 付 け 親 の 慣 行
。
「ナ オヤ」ない し「ナヅケオ ヤ」になっ て貰 う人 と しては
、近親
者( と くに同族 団 の長)・寺子屋 の 師匠・社会 的有力 者・拾い親・産
婆・子ども を達 者 に育 てあ げ た人・寺社家 など が 選ばれる
。
/O＼ むt fsTt -フ 口口h-ダ゛ |ゝ　～・'－'こ二ｙ － エニ ＿- こ;ヅ' ´ ｀　｀゛ I hlぺ/｜<-r≫ ―^.   ｒｙ ｀iＶ|゛ * 1/ 'tv／ ○(3) 乳 母 子 関 係 と 里 親 子 関 係 。
(4) 成 人 式 の 際 の い わ ゆ る 元 服 親
。
(5) 子 の 婚 姻 に 際 し て 立 て ら れ る 仲 人 親
。
(6) 村 落 に お け る 生 産 関 係 に も と づ く 諸 々 の 擬 制 的 オ ヤ コ 関 係
(1) か ら(5) ま で の 擬 制 的 親 子 関 係 の 慣 行 は
、 い ず れ も コ た る
者 が 一 定 の 年 齢 段 階 を 通 過 す る と き に 成 立 す る も の で
、 「 定 時
／rχ呑口Ｔニ£-.・   、- ＼rf　Ｉ　w　　●　　－　　－　●　、一　ヽ ヽ　　　　　　　　　　　　　　　'-r ｀-- ・　　　ミミ ｒＷ Ｚ　 ミ　W　W　 ● - ／;'^ ' ″ ‘の 親 取 」 に 当 た る も の で あ る が
、
そ の ほ か に
、、）
●　
、　　　f-　- 村落社会では「ワラ_--.-. ―■  -- ． ・、 ヽ～ － ・    ゝ.-ノtos /v    いー |J 作-’上μ χ。Kds ノ ．ジ オ ヤ 」「 タ ス ケ オ ヤ 」の ご と く 、「 随 時 の 親 取 」の 慣 行 が 若 干 存













































































































































＝○　　　 ● ＝△　　　　　　　 ……「干祖父母」
｜　　　 馮｜　林
▲　　　　　 △ ＝○　　　　　　 ……「干父母」
訪　　　　　　 ｜
＝△　　　　　　△　　　　　　　 ……「干兄妹」
鴻 広 蘭　 雷　　　　　 林 明 禄(70 歳 代)
(60 歳 代)
こ の 事 例 は
、
民 国 期 の 大 橋 保 に 居 住 し て い た 倆 家 と 林 家 と
の 間 の 擬 制 的 親 子 関 係 で あ る
．
結 婚 し て 数 年 後 県 城 に 移 る よ う
に な っ た 再 広 蘭 の 父 は
、
幼 い こ ろ
、
同 じ 集 落 の 林 家 の 妻 馮 に
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△ ＝ ○　　　 △ ＝ ○A  ＝○
隆錫武I 杢斗珍 雷雨風　 、壽広蘭　 再 」陳
○　＝　△　　　　　▲　＝　○　　　　　　　△△























































一方、隆鳳の呼 褐」である雷小 球　;の母系 広蘭の弟夫婦は
同じ村の5組に居住している。年始回りに隆家が訪問し、また、























( オ ヤ に と っ て) 、2 代( コ に と っ て) 上 位 の 世 代 ま で ひ っ く る め
た 家 族 ぐ る み の 親 族 関 係 ま で 広 げ て ゆ く 可 能 性 が あ り う る 。 そ
し て 、 隆 世 武 と 莫 援 朝 の ご と く 、 義 兄 弟 の 関 係 が き っ か け と な















ヤを持つ者も珍しいことではない ただし、そのような擬制的1　<Z.  3^　 ノ1 二 i　＼ノ ♂^ ＼ノV 万c 万　し上一　 心r ㎝|'<:>ヽ|●万　ｏ　 ″～/ ‾ ノ｀| ゛　 ｀ ゛て ？|ご ダ　 ＼j ^゛ でy｀ご|I r* w ’■ ゛
親 子 関 係 を 維 持 さ せ る に は
、

















－　　　　　－△＝○ △ ＝○ △＝○
」　 ｜　　 ｜
○ △　 ○　 △
｀）
『｀
-こ の 事 例 で は 、 陳 永 孝 が 生 ま れ て まも な く 母 が 亡 く な っ た の
で 、 彼 は 隆 家 の 擬 制 的 な コ に な っ た 。 隆 錫 武 の 母 れ 氏 が『干 賜 』
擬 制 的 な オ ヤ と し て 、 か わ り に 乳 を 飲 ま せ て 育 て 、10 歳 ぐ ら い
ま で 隆 家 に い た 。 両 家 が す っ か り 親 し く な り 、 長 の 息 子 隆 錫 武
は 陳 永 孝 と は ま た「干 兄 干 弟 」擬 制 的 兄 弟 に な っ た 。 陳 は 隆 錫 武
の 息 子 隆 世 武 か ら「陳 叔 」陳 叔 父 さ ん と 呼 ば れ 、 親 し ま れ て い る 。
一 家 の 主 で あ る 隆 世 武 と 父 の 間 で 口 喧 嘩 が 発 生 し た お り 、 陳 が
よ く「断 理 」調 停 役 を 果 た し た 。 さ ら に 、 隆 錫 武 の 弟 の 再 婚 相 手
と 先 妻 と の 間 に い さ か い を 解 決 す る の に 、1994 年 の 秋 、 李 斗 珍
が 西 安 に1 か 月 ほ ど 行 っ た こ と が あ る 。 そ の 際 、 李 と 同 行 し た
の は こ の 義 理 の 弟 陳 で あ っ た 。 ま た 、 隆 世 武 が 新 築・増 築 の お
り 、 毎 日 の よ う に 手 伝 い に 来 る 者 に は 、 陳 家 の5 人 息 子 の う ち 、
だ れ か が 必 ず 入 っ て い た 。 他 方 で は 、 陳 家 の ほ う で 何 か あ る と 、
隆 家 の 者 も 必 ず 手 伝 い に い く 。 た と え ば 、1993 年 の 冬 、 陳 叔 父




















































































































































































































































































つ ま り 、 中 国 の 家 族 に お け る 分 家 と は 、 も と も と 一 緒 に 生 活
し て い た家 族 が 共 有 の 財 産 を 分 け る こ と に よ り
、 各 自 別 々 に 生
計 を 立 て る よ う に な る と い う こ と で あ っ て
、 日 本 の 本 家 と 分 家
に 見 ら れ る よ う な 歴 然 と し た 家 格 の 違 い が 存 在 し な い
。 中 国 語
に お け る「本 家 」と い う 言 葉 は 宗 族 を 同 じ く す る 者 を 意 味 し
、 た
と え ば 、「本 家 兄 弟 」な ら ば 、 父・伯 父・叔 父 の 息 子 同 士
、 す な わ
●_　ｒ¬・　>  、　I. r-≫ ・ V　ゝ　　t　　● t　－ ｀　'¨　二-。　　　　－W　
－　 ＝　　・●・-　-　-ZV/ ¶　 ミ　'W'S　 ●　り
ち 同 じ 祖 父 か ら 出 た 同 じ 世 代
の 男 子 を い う の で あ る
本稿 では、し圭* . I で．．　一 一 ごl ド ゛ ← ’｀ ブ ノ ゛-i       ｀ ゛ ノ"-^      ｀ ゛ノ ゛n      ／↑｀■n凹 ゝ. ifc≫便 宜 上
、
家 族 の
一 員 が 、 そ の 家 か ら 分 か れ て
、
別 に
一 家 を つ く*r
≫　ゝ 　.　 －　「　「-一一’卜〃　　　 」　 －　・・ ｔ　　－　　　　－　　皿　　－－　　　　－　　　W　f-¶゛　　　゛ >^ ゛ 　－　ミ　・る と い う 中 国 語 で 言 う 分 家 と い う 意 味 で
、 こ の 言 葉 を 用 い る こ































































































とも にするのが、人情の上からも また実際的 にも多いというこにv_/   ¶>―    7    ’<iノ にノ ／●    ゝ ノ ⅥJ-d  ''ノ1  ■ A/ ’ノ りO-    ／^ 入 閃 ひ ・J  ≪｀ 　り  -y   ゛ -  (―－ ゛ ’ノV ―
と が で き る と 思 わ れ る
。 ・……


































し か し 、均 分 相 続 が原 則 で あ る 中 国 で は 、 地 域 に よっ て は 、
長 男 が親 の 老 後 に主 な 責任 をも つ こと も あ れ ば 、 四川 の よ う に




い で あ ろ う が 、 果 た し て 各 自 の 「 玄 児 」末 息 子 が 親 を 大 事 に し
て く れ る か ど う か が 疑 問 で あ る 。 そ れ で は 、 四 川 省 社 会 科 学 院














-一口に老 親と言 っても 、年齢層・配偶者 の存 否・未婚 の兄弟 の有
無など のよう な 要件 の情報が欠 けている ため、 正確 にはこう し
た地域 におけ る 老親扶養 の実情 をどの程度 反映 している のか 、
信憑性がそ れほど 高 くない と考え る。そ れでも 、あ る程度 の方
向性がつかめ る のではない かと 思い 、表の一 部を引用させても
～　　　　6　　　　●。 ・～　・　　－　　ミ＝　　‾ふ ㎜　　　　　　　　　　W・・　W　- 丿ダ●－　－　 －　 －ら っ た
。







地 域 に よ
っ て　
。　 、f.k ●・●　ゝ -　-　　 ゝ　　丿
は 、 半 数 近 く を 占 め る と こ ろ も あ り 、 お そ ら く 両 親 が 未 婚 の 子
供 を 連 れ て 暮 ら す と い う 事 例 も 含 ま れ る も の と 想 像 す る ． あ る
k-　　　・●　l.讐　●●　か．　　●●．　　　ミ〃　-　　　　’ミい は、比較 的 年 の若い 両親 の場合と 思われる 地域差があろう’．7 ’ｒ ’゛ ｊ て Ｔ　　I     ~4 ・iノU －‘-XJ    I―I  ~'l_l ・「・ノ"( ゛ Q ／ ○　こv:-! ゛ ツAi/. L-／  ^   μノ|’⊥ノ,
が
、
全 体 的 に や は り ／
．oZ.
   J
。
の3 つ が 割 と よ く み ら れ る パ タ
ー

















































































・-　 ミ　 〃　　- ●畑 に つ い て は
、
息 子 た ち が 分 散 し て 耕 し
、









ー゛ゝ 7 ご　>       .  *
こj
一 ‾|-   .J|
？-V    ゛ -^   ‾゛ ’O　 ゛ ’^ ’畝j n  r（ ゛　^^ μ/ ・ ニ゛+1フIV 原
が で き な い た め
、
田 畑 の 仕 事 は 息 子 夫 婦 に ま か せ
、
必 要 な 食 糧
≫_き●>　ｉ　　>  ．>　 ♪ｔ　ゝ　　　　 －　ｔ-ゝ ｆゝ．－－　　　 ゝ　　－　　　‥ －　－　－‘
調査地の事例による と 、こ ．” こ ’一 二 二 ’｀ こ ：- -  ヅ ■≫     [zz]  ～ ～ ゛^ ゛″o　W"J トーLベ ニ;!タ ノ『3^  I7;』 ir^  c 、ヽ|り （ ＿2人
の 息 子 か ら 毎 年 食 糧 数 百 斤 （1 斤 は0.5 キ ロ ） を も ら
う ほ か
、-T-f
ゴ　人　⌒　●〃　ゝ　ゝ>　1　　　> ？　ゝ 　〃 心　 ゝ　Ｊ 八＝　　　　 ｙ　‘－
。－　　　　　　　
‾　　　ｙ Ｗ　Ｗ　ノ　/　'゛ 'fV　ゝ現 金 の ほ う は わ ず か5 元 か10 元 に 止 ま っ て い る5
。 こ の す ず め の
涙 く ら い の 金 額 だ と
、 生 活 費 と い う よ り は 、 小 づ か い に も な ら
な い 。 し た が っ て 、 孝 行 な 娘 が い な け れ ば 、 継 ぎ は ぎ だ ら け の


















3 組 隆 世 武 家 の 事 例 を 取 り 上 げ て み よ う
.i 皿- 父(71 歳)・母(69 歳)・-- ・～mr　- ゛-' ミ 4　!/ ・* *―  'l／χ ／ 乙 ・ノ　ゝ' ／　り｀ ノ ○　八 ＼ ・ μ゛}) ／^　り^ ＼＼ノkノμiメi /妻
・子 供2 人 と の6 人 家 族 で あ る
。
世 帯 主 隆 世 武(40 歳) は ビ リ レ 工
場 で 運 搬 の ア ル バ イ ト を し
、 妻 楊 学 蓮(32 歳) は 農 業 の ほ か 、
暇-I.
＝　_一 ゝゝ～' ‘-　・-　ヽ　　 －　　　‘　　ｗ　〃- ●ミ
をみては野菜売りに町へ行く 収入面からみると、ビリレエ場二　' 。二こ ニブ 。"'1｀ｙ万Ｕハ／万, V_  ‥J　　I  J　Ｘ Ｏ　'>ヘノゝ よj /v － ノv 戸'o ノ(- ヽ　11・-|　／l／）|、杉
で の 年 間 収 入 が3000-4000 元
。
野 菜 売 り は 農 繁 期 や 家 事 の た め
、
毎 日 は 行 け な い
。
年 間100 日 売 り に い く と し
、1 回 に つ き20 元 の
売 上 げ だ と す れ ば
、
年 間 を 通 し て2000 元 を 下 ら な い
。
働 き も の
の 楊 学 蓮 の 場 合 は
、 お そ ら く2000-3000 元 く ら い か と 推 測 す る9 ．1
ゝ　ゝ　　　　四- 、f二f　ゝ --　　 ●゛-'　 －　　－　　t　--　　＝W ＝ 　　　 　　　==/W　・　/　'　 ●y　～ ・i トー゛%／^*　／　Wし か し
、
肥 料 か け ・草 取 り
・「眺 地 」耕 起 作 業 ・「 打 猪 草 」ブ タ の 餌





い る 。 嫁 学 蓮 は な か な か の 働 き も の で 村 で は 評 判 が 高 い が 、 そ
の せ い で 老 夫 婦 も さ ん ざ ん 働 か さ れ て し ま う 。 ま る で 「 老 長 年 」
年 よ り 小 作 み た い で か わ い そ う だ と い う 声 も 上 が っ て い る 。 こ
の 家 で は 、 老 夫 婦
、 と り わ け 姑 が い な け れ ば 、 嫁 学 蓮 が そ れ ほ
ど 頻 繁 に 野 菜 売 り に 行 け る は ず が な
い と い う 。
野 菜 売 り の と き の 隆 家 の1 日 を
み て み よ う
。 冬 と 夏 と で は 多
／卜 政 闇 爪 ぶ ↓・a 、■J" 4  ^    ツ よc’　I     I  士n  I― t-ぶ^   ＼ r -　　f   t　ヽヽ’－‘　　－I ~T-f．r,Iこ /.｀ - 二i-j！ ダO　^  
・　ど<'(　'
゛Vc｀ こ／少 時 間 の ず れ が あ る が 、 早 朝5 時 前
、 姑 が 起 き 出 し て 、 朝 食 の
用 意 を は じ め る
。 嫁 は6 時 に 、 そ し て 息 子 隆 世 武 は6:30 に 起 き
る 。 朝 食 後 、7:00 頃 か ら 嫁 が 野 菜 を か
つ い で 町 へ い き 、 午 後14:00
ま で に は 帰 っ て こ な い
。 8:00 頃 、 息 子 隆 世 武 が ビ ルー 工 場 へ
向 か い 、13:00 に 一 旦 昼 食 に 戻 り
、14:00 か ら 夕 方17:00-18:00
ま で ま た ビ リ レエ 場 で 働 く
。 朝 食 の あ と 、 姑 が 食 事 の 後 片 付 け
を す ま せ 、 ブ タ に 餌 を や る 。 家 事 が 一 段 落 し た ら
、 天 気 が 良 け
れ ば 野 良 仕 事 に 出 て
、11:00 ま で に 昼 食 の 用 意 に 戻 っ て く る
。1^ φ。l｀ / ぶ　 □□ ^、万一: ノ|-T万ヽ 、　1.    >　、こご　干 ご で｀'  / iりk   
、ふ　 こ ．’　 ‾　 ｀ ヽ　 －－ －・ヽ ＼_f万Ｑ一八万　W ≪>.　’iニ 3，J雨 な ら ば
、
服 の つ く ろ い を し た
り す る/
 r   -=fc‘　　I-r　 Ａ ／た　　　・「 ・ －　゛ ‘
－世 武
の 父 は ず
っ と 野 良　
～
． ．－




姑 は 食 事 の 後 片 付 け を し
、
ブ タ に も う
一 度 餌 をJr
、
 tZ　2.  ／T~＼  を1 ， ふ万ド 必 よ/  r   ― f ■
■*   ≫ ゛ 
ｙ ゛ ! 二 で ／、　ご こ　 ． ｌｒ｀´ ’　I  -sリ' ―   ^-  ^＼　 ／y^や る
。
そ の あ と
、
ま た 野 良 仕 事 か ブ タ
の 餌 刈 りp=f
/～ £Jｈr|・・ ゝ ｒ ｙl--　f「 乙　
｀ 
。ミ、－ ｗ●＝ 世武の父は農-‥ 。-。。 、Ｚ- -、町 ／・J   ノO    ＼ニil^^ノ入V ふ辰具 の 修 理 や 野 良 仕 事 な ど に つ ね に 忙 殺 さ れ 、 同 じ 世 代 の 人 だ ち
と 時 お り「擢 龍 門 陣 」雑 談 を か わ し た り し
て い る と 、 あ と で 決 ま
っ て 息 子 夫 婦 に 小 言 を 食 ら う 。 午 後 帰 っ て き た 嫁 は1 人 で 遅 い
昼 食 を 済 ま せ る と 、 野 菜 畑 に 精 を 出 す
。 そ し て 、 夕 飯 の 支 度 も
後 片 付 け も 姑 の 仕 事 で あ り
、 嫁 も 時 々 手 伝 う こ と が あ る 。 夜 は
テ レ ビ を み な け れ ば 、 両 親 は21:00 頃( 夏 場 は22:00 に 寝 て 、4:0O
に 起 き る) に 就 寝 す る
。 年 よ り 夫 婦 に と っ て 、 働 き と お し の1
日 で あ る こ と が 明 ら か で あ る
。 一 方 、 工 場 で 力 仕 事 を し て い る
息 子 は 暇 を み て 、 農 業 を 手 伝 う 程 度
で 、 時 間 の か か る 細 か い 作
業 は 、 ほ と ん ど 老 親 が こ な し て
い る 。 両 親 、 と く に 母 親 の 存 在
は ど れ だ け 名 実 と も に 大 き い も の か
、 お そ ら く 母 が あ の 世 へ 旅
立 つ ま で は 、 息 子 夫 婦 に と
っ て 切 実 な 問 題 と し て 感 じ な い の で
あ ろ う 。 あ る い は 感 じ て い る に も か か
わ ら ず 、 と に か く 親 が 元
気 で 働 け る う ち 、 最 大 限 に 利 用 し よ





























































ておき、人和郷蒲池村 再 家 の例をみてみよう
。 兵 家 には、姉(同じ集落に嫁い だ)と弟の3人兄弟である。 70歳代の両親は2





母に対して、それぞれの生活費( たとえば、理髪代とか)・雁、宙|曲|上　r ff ■万r-t-f ・に: 、ご'ごここ大にJ
・。・M  U   C、 て4 しで れ の王浩 費( たと えば ) 医
療費も、原則 的 に父 なら長男 が、母な ら
次男 が負 担 すること に
なっている。 い ざ世 を去 れば、や はり同じ
よう に父 なら長男 が
喪主、母な ら次男 が喪主と して、葬 式
の一切 がっ さい を取 り仕
切る ことと され る。 しかし、 だか ら
といって 、 たとえば母が病
気 になれば、 次男 にすべて まか せ
て、長男 が 少しも 金 を出さな
いという こと で はない 。 ただし、そ れ
ぞ れ責 任 をも って父 か母
の老後 をみるとい う趣 旨で あろ う
。
他方、年取 っ た両親 にと って 、分か れて 暮ら さねばならぬこ
｀9











































































































ただし、事例4は事情が少し複雑だ。■..-^ /I―I 'ご　.. .n    ～/i. μ・"t丿"I   - ay  O　/ 二/ 二 ＼ノ|ゝ 　- こまー゛  I／J ・万rcN ^3=∇^Ir-JI ／v .y　*^T りt4ヽ(こ|/乙o世
帯 主 傅 小 平 の 父 親 は 当 初 は 妻 方 居 住 婚
で こ の 村 に や っ て き た
婿 で あ
っ た ． だ が 、1980 年 代 後 半 に な る と
、
長 男 夫 婦 を お い て
夫 婦 が 未 婚 の 子 供 た ち を 連 れ
て
、

















































父 母 の 一 方 が 死 亡 し 、 他 方 が 息 子 夫 婦 で は な く 、
居 す る と い う 事 例 は 、3 組 で は 見 当 ら な い
。 だ が 、
●。〃-　　　　　　　　　　　　　　　　・例あっ た
























































f.ff　－a　・　-　―・ 　－　　－ 　　　　　‾　‾ －　　　　－　　－　　　W　●/- 'ミ　　ノ　丿　Ｗと 、 家 族 同 士 が 仲 が 良 く 、 「 模 範 的 な 家 庭 」と も 言 え る 。 こ の ケ
ース の 老 親 扶 養 は 、 母 が 息 子 で は な く 、 娘 夫 婦 と の 同 居 を 選 ん
．　．- ．一　　　　　
●　-●m　w fw ・ wん だ の は 実 子 と い う こ と も あ ろ う が
、 や は り 子 女 の 個 人 的 性 格











(2)「玄 児養 老 」末 子養 老 の 問 題 。 第2 章 第3 節 で 隆 姓 の移 住 史 を
追 っ た。 族 譜 に よる と 、 隆 姓 が 豊 都 県 に定 着 し て か ら、 つ ね に2







































































－　W　　‾/W〃 ニ｀次 ぐ も の で あ る 。 だ が 、 一 般 的 に 言 っ て 、 父 母 は 子 女 が 扶 養 し 、
子 女 は 父 母 が 扶 養 す る も の と さ れ
、
祖 父 母 と 孫 の 間 に 権 利 ・義
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